
伊豆中央高校吹奏楽部 
定期演奏会

時５月 23 日㈰開場午後１時、開演午後２

時場市民文化会館ゆうゆうホール費前売

り 券 の み 300 円問伊豆中央高校 ☎ 949・

4771

三島地区書道連盟 
第 30 回三島地区書展

時５月 12 日㈬～ 16 日㈰午前９時 30 分～

午後５時※ 12 日午後１時～５時、16 日

午後４時まで場市民生涯学習センター３

階市民ギャラリー内会員の書展、漢字・

仮名・小字数・詩文書・前衛などの作品

費無料問三島地区書道連盟展事務局・岩

井☎ 090・6362・0913

初めての人も、楽しく二胡を 
弾いてみよう！

中国の伝統楽器、二胡！とても澄んだ優

しい音色の楽器です。自分の手で実際に

触ってみて音を出してみましょう！場市

民生涯学習センター５階音楽室時５月 16

日㈰午後１時 30 分～５時、５月 30 日㈰

午後１時 30 分～５時申それぞれ５日前

までに定20 人注小学生は親同伴問髙橋☎

090・3309・6659

初心者弓道教室生募集

時６月 16 日～９月 22 日（毎週水曜日）

午後７時～９時※全 15 回場市民体育館弓

道場対18 歳以上費6,000 円申６月９日㈬

までに往復はがきに住所、氏名、生年月日、

電話番号を記入し奈良信一〶 411・0842

南町８・23問奈良☎ 973・4677

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

その他

スポーツ・健康

　新型コロナウイルス感染症の
拡大防止を図るため、掲載
した事業を中止・延期また
は内容変更する場合があり
ます。

７月１日号への掲載の申込み
は、５月 ２6 日㈬までに、
広報情報課
*kouhou@city.mishima.shizu
oka.jp、℻ 983・2719

※ ２０１９ 年８月から掲載要項・申込
用紙が変更になっています。
確認の上、申込みしてください。

広報みしま 締切日

８月１日号 ６月2３日㈬

９月１日号 ７月21日㈬

10月１日号 ８月24日㈫

文化

【申込みの注意事項】
・紙面に限りがあるため、掲載

できない場合や、内容を省略
する場合があります。了承の
うえ、お申込みください。

・掲載の可否は原稿の確認の連
絡をもって代えものとし、掲
載不可の場合には連絡しませ
ん。

・掲載は無料
・掲載基準を必ず確認し、了承

のうえでお申込みください。
※掲載基準などの詳細は市ホーム
ページ

求職者職業訓練「医療事務スタッフ養
成科」受講生募集

時６月 28 日～８月 27 日、各午前９時 10

分～午後３時 40 分場ニチイ学館沼津校内

医療機関における医療事務および調剤薬

局における基本作業を学ぶ費受講料無料、

教科書代など実費対ハローワークで積極

的に求職活動をしている失業者の人定15

人（選考あり）申５月 31 日㈪までに住所

管轄のハローワーク問ニチイ学館沼津校

☎ 055・954・1501

ボーイスカウト三島第５団 
スカウト（男女）募集中！

ボーイスカウトは青少年が「将来自律で

きる社会人」になることを目指す楽しい

教育活動です。専門の研修を受けたボラ

ンティアが指導します。見学・体験参加

も随時受付時週末を利用した月２回程度
場東本町まどろみ公園対６～ 25 歳の男女
問鈴木☎ 090・7439・2325 ※詳細はボー

イスカウト三島第５団ホームページまで

▲市民活動団体応援コーナー詳細

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイ
ベントや会員募集を紹介するものです。
掲載申込みの詳細は、市ホームページをご覧ください。
問広報情報課☎983・2620 三島市　市民活動団体応援
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ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
元
気
で
、

料
理
を
作
る
の
が
と
て
も
上
手
で
す
。

　
お
母
さ
ん
が
仕
事
の
時
や
、
み
ん
な
が

い
そ
が
し
い
時
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ご

飯
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
と
て
も
美
味
し

く
て
、
ぼ
く
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
料
理
が

大
好
き
で
す
。

　
ま
た
、
ぼ
く
の
家
で
飼
っ
て
い
る
犬
と

い
っ
し
ょ
に
散
歩
す
る
こ
と
も
、
ぼ
く
は

大
好
き
で
す
。
散
歩
だ
け
で
な
く
、
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
い
っ
し
ょ
に
出

か
け
た
い
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
こ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
こ

と
が
大
好
き
で
す
。

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

当
番
　
つ
ゆ
き
　
そ
う
た  

さ
ん

　
ま
ち
な
か
で
ふ
と
道
の
傍
ら
に

目
を
向
け
る
と
、
神
仏
の
姿
や

文
字
が
彫
ら
れ
た
石
造
物
を
見
か

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
郷
土
資

料
館
で
は
平
成
二
十
八
年
度
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
共

に
中
郷
地
域
の
石
造
物
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
中
島

地
区
の
石
造
物
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
島
地
区
で
は
、
左さ

内な
い

神
社
、

真し
ん
み
ょ
う
い
ん

明
院
に
石
造
物
が
集
中
し
て
い

ま
し
た
。
石
造
物
の
数
は
二
十
五
基

と
少
な
く
、
比
較
的
新
し
い
も
の
が

多
い
で
す
。
特
に
左
内
神
社
の
石
造

物
は
、
大
正
四
年
の
社
号
碑
が
一
番

古
く
、
大
正
時
代
以
降
に
建
て
ら
れ

た
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ
は

火
災
に
よ
り
明
治
二
十
年
に
現
在

地
へ
移
転
し
た
影
響
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
右う

内な
い

神
社
と
共
に
三
嶋
大

社
の
御
門
の
守
護
神
を
祀
る
左
内

神
社
は
、
元
々
現
在
の
静
岡
県
企

業
局
東
部
事
務
所
柿
田
川
支
所
の

付
近
に
鎮
座
し
て
お
り
、
事
務
所

石
造
物
は
語
る

　
　
　
　
―
中
島
―

前
に
は
記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

中
島
の
明
治
時
代
以
前
の
石
造

物
の
多
く
は
真
明
院
で
確
認
で

き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
ほ
か
の

地
域
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
種
類

の
石
造
物
を
二
点
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
真
明
院
の
境
内
入
口
左
側

に
あ
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
刻

ま
れ
た
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
程
あ
る

石
碑
で
す
。
こ
れ
は
「
唯ゆ

い
ね
ん念
名み

ょ
う
ご
う号

碑ひ

」と
呼
ば
れ
て
い
る
石
造
物
で
す
。

唯
念
上
人
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら

明
治
初
期
に
活
躍
し
た
名
僧
で

す
。
上
人
は
九
十
一
歳
の
生
涯
の
後

半
生
を
か
け
て
駿
河
・
伊
豆
・
相

模
の
村
々
を
巡
り
、
仏
の
道
を
説

き
、
名
号
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を

記
し
た
書
を
渡
し
、
念
仏
講
（
蓮

華
講
）
を
組
織
し
ま
し
た
。
こ
の

碑
は
こ
の
地
域
の
蓮
華
講
の
メ
ン

バ
ー
が
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

十
月
に
建
て
た
も
の
で
す
。
唯
念

名
号
碑
は
三
島
市
近
隣
だ
け
で
も

百
五
十
基
以
上
あ
り
、
市
内
で
も

現
在
十
四
基
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
そ
の
隣
に
あ
る
石
碑
を
見
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
先
程
の
石
碑
と
比

べ
て
高
さ
約
八
〇
セ
ン
チ
と
小
さ
く

シ
ン
プ
ル
な
形
の
「
巡じ

ゅ
ん

拝ぱ
い

塔と
う

」
で

す
。
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、右
側
面
に
は「
四

国
西
国
坂
東
秩
父
駿
豆
両
国　

奉
順

礼
供
養
塔
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
霊れ

い
じ
ょ
う場

（
宗
教
的
な
霊

験
が
あ
る
と
さ
れ
る
地
）
巡
礼
が

流
行
し
、
代
表
的
な
も
の
に
「
四

国
霊
場
巡
礼
」
や
「
観
音
霊
場
巡

礼
」（
西
国
・
坂
東
・
秩
父
等
）
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
軽
に
巡
礼

で
き
る
近
場
で
は
「
駿す

ん
ず豆

横よ
こ
ど
う道

」

（
両
国
横
道
と
も
い
う
）
も
あ
り
ま

す
。
巡
拝
塔
は
巡
礼
達
成
を
記
念

し
て
建
て
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ

の
巡
拝
塔
を
建
て
た
人
は
そ
の
す

べ
て
を
巡
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

石
造
物
と
言
っ
て
も
色
々
な
種

類
が
あ
り
ま
す
。
石
造
物
の
建

て
ら
れ
た
目
的
や
刻
ま
れ
た
文

字
、
神
像
の
意
味
な
ど
を
知
る
こ

と
で
地
域
の
歴
史
や
石
造
物
の
魅

力
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郷土資料館（楽寿園内）☎ 971・8228
郷土資料館では６月８日㈪まで、企画展「新規収蔵品展」を開催中です。

No.3９6

▲唯念名号碑

▲巡拝塔
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